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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2024 年 7 月 12 日開催の取締役会において、以下のとおり、最近の業績動向等を踏まえ、2023 年

10 月 12 日に公表した個別業績予想を修正することといたしましたので、お知らせいたします。 

 

１.  当期の個別業績予想数値の修正（2023 年９月１日～2024 年８月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

－ 

百万円 

50～100 

百万円 

50～100 

百万円 

－ 

円 銭 

－ 

今回修正予想（Ｂ） 7,000 80 90 － － 

増減額（Ｂ－Ａ） － △20～30 △10～40 －  

増減率（％） － △20.0～60.0 △10.0～80.0 －  

（ご参考）前期実績 
（2023 年 8 月期） 5,735 36 46 24 1.13 

 

２. 修正の理由 

 当期の業績予想につきましては、営業利益及び経常利益はレンジ形式での公表とし、売上高及び当期純利益

は会計処理の異なる委託販売や買取委託の構成比や繰延税金資産の計上等、合理的に見通すことが困難である

ため未定としておりましたが、直近の業績動向等に基づき上記のとおり公表いたします。 

 今回修正した業績予想は、食料品やエネルギー価格の値上げに伴う買い控え等の影響により、青果需要は低

水準で推移する一方、青果相場は平年に比べ高い水準で推移すると想定しております。このような環境におい

て、買取委託と産直卸事業にて取引量を拡大し、流通総額は 15,500百万円（前事業年度比16.0％増）、売上高

は 7,000百万円（前事業年度比 22.1％増）を見込んでおります。流通総額の拡大とともに、出荷手数料の見直

し等の利益率向上施策の効果や物流費等の値上げの影響を反映した結果、営業利益は 80 百万円（前事業年度

比119.1％増）を見込んでおります。また、補助金等の収入により経常利益は90百万円（前事業年度比92.5％

増）を見込んでおります。当期純利益につきましては、不透明な経営環境が今後も予想されるため引き続き未

定とし、今後開示が可能となった段階で速やかに開示いたします。 

※上記の業績予想につきましては、本資料発表時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、 

実際の業績は様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

以 上 


